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一 昭和戟中期～戦後初期の長崎県盲 ･聾教育を中心に一





第 1章 長崎県における盲 ･聾唖教育の成立過程
一私立長崎盲唖院の開設を中心に一 以上､第 Ⅰ報 (本誌第55号)
第 2章 明治30-40年代の長崎県における盲 ･聾教育の展開 と特質
一私立長崎盲唖院 ･長崎盲唖学校の整備拡充過程一 以上､第ⅠⅠ報 (第56号)
第 3章 大正期の長崎県における盲 ･聾教育の展開 と特質
-私立長崎盲唖学校の公立化 (県立移管)過程一 以上､第ⅠⅠ報 (第57号)
第 4章 昭和戟前期の長崎県における盲 ･聾教育の展開 と特質
一県立移管後の拡充整備過程 を中心に- 以上､第Ⅳ報 (第58号)
第 5章 昭和戦中期～戦後初期の長崎県における盲 ･聾教育の展開 と特質 本号
はじめに
本研究は､これまでの研究成果 (第 Ⅰ～Ⅳ報)をふまえながら､第 Ⅰ報で提示 した時期
区分に基づいて､長崎県障害児教育史 (戟前 ･盲聾教育編)の第 5期 (1937-1948)を長
崎県立盲学校 ･同聾唖学校 (以下､長崎両校 と略記する場合がある)に限定 して解明しよ
うとす るものである｡以下､ 日中戦争開始前後か ら太平洋戦争下での疎開に至 るまで
(1937-1945年)と疎開開始から､長崎原爆による悲劇的展開を含めて､疎開生活が終了す
るまで (1945-1948年)の 2期に区分 してそれぞれの展開過程 を実証的に跡付け､戦争 と
ファシズムの時代の特質を解明してい く｡
第 5章 昭和戦中期～戦後初期の長崎県における盲 ･聾教育の展開 と特質
第 1蔀 戦時下の長崎県立盲学校 ･聾唖学校における皇民錬成 (1937年～1945年疎開前)
(1) へレン ･ケラーの長崎校訪問とそのメッセージ
1937年 4-7月にかけて-レン ･ケラーが来 日し､全国 (朝鮮 ･満州 を含む)の盲 ･聾
唖学校等を訪問して講演を行い､ 日本の盲 ･聾唖者 とその関係者に多大な感銘 と勇気を与
*教育学部学校教育講座 **長崎県立鶴南養護学校 ***長崎県立島原養護学校
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えた1)｡長崎には5月28-31日に トムソン秘書 と通訳の岩橋武夫 (夫人同伴)とともに訪れ







































その蔭のもと 教へ児たる 目しひ耳しひが健かなる人生を歩むや う､
又この蔭がよき働 き手 (先生)に 憩ひと力とを与へる源 となるやう
私は祈ってやみません｡ ヘレン ･ケラー







県では精勤が ｢自彊生活運動｣という長崎県特有の名称をもって ｢一大県民運動｣ として
展開されていった点である｡長崎県ではすでに日中戦争突入直前の1937年 6月に ｢県民の
生産力拡充に関する対策を調査審議｣する ｢生産力拡充対策委員会｣(農産 ･水産 ･商工 ･








今後持続すべき難難を克服して愈々日本精神を発揮 して以て皇運を扶翼 し奉 らんことを




目 標 (-)国防強化 (二)銃後完竪 (三)経済奉公
実行要 目 (-)軍機保護 (二)流言自戒 (三)国民防空 (四)国防献金
(五)他兵醸金 (六)隣保共助 (七)将兵慰問 (八)遺家族慰問
(九)愛Bl債応募 (十)国産品使用
◇第二 日彊生活
五 綱 領 (-)尽忠報国 (二)上下一心 (≡)敢為遂行 (四)鍛錬持久 (五)規律節制
十 候 目 (-)感謝報恩 (二)職分格循 (≡)儀礼簡粛 (四)勤務報国 (五)海外進出
(六)蓄積奉公 (七)清掃奉仕 (八)心身鍛練 (九)読書見学 (十)起居粛正
この ｢実施要綱｣を受けて､長崎県下では､(丑市町村実行委月会における詳細な実践要
目の決定 とその実施､(9日彊生活指導者講習会の開催､③ 自彊服を制定して県民の着用奨
励､④ 自彊徽章の作成頒布､⑤映画の作成･上映 (映画 ｢銃後の赤心｣)が実施されていっ
た｡さらに ｢自彊精神の本義を全県民により一層透徹せ しめ､併せて銃後生産の完壁を期






こうして長崎県立盲 ･聾唖学校 をはじめ県下の教育機関に ｢白蓮奉仕団｣が結成され､
｢自彊服｣｢自注帽｣さらには ｢自彊旗｣などがつ くられていった｡当時の盲学校生徒は､
｢昭和十三年 といえば､(中略)我々盲学生たち皆自彊奉仕団などが結成され､ 日曜たびご
とに奉仕作業にか り出され､灼けつ くような日光にさらされ､あるいは小雪の舞 う冬の日
も奉仕作業- と出かけて汗を流し｣たと回想している10)｡また｢自彊の誓い｣という宣誓書




の歌詞懸賞募集に応募 し､応募歌詞235首の中から審査の結果 3等質を獲得 している｡｢長
崎県公報｣12)に掲載された小野の歌詞は､下記のとおりであり､教師の側からの自彊精神の
高揚が示されている｡
(三等当選) 自 彊 歌 小 野 里 甫 作
(-)空に閃く日章放 (二)普賢の峯の高くとも (三)日本文化魁けし (四)大村湾の朝明けの (五)外に嵐の猛るとも
これぞ御凌威の輝きと 学ぢなん強さこの脚と 現の浦わの名に恥ぢず つつましさ如身を持して 老いは きも手を組みて
その名も薫る稀の 封へ鍍へたる この腕の 心の玉を磨きつつ 勤倹貯蓄つとめなば 自ら窪め励むとき













一方この国民学校令期に長崎県立盲学校 ･聾唖学校の児童 ･生徒数は､表 1に示すよう
に､特に聾唖学校の児童 ･生徒数の増加により1944年には戦前のピークを迎えていた｡そ
のために学級増 (聾) と校舎の増築が計画され､1945年には図 1に示すような教室配置に
なる計画をすすめていった15)｡それは､後述する三菱の軍需工場 となり､原爆で破壊される
直前の学校内部の姿であった｡
表 1 戦前の長崎県立盲学校 ･聾唖学校の児童 ･生徒数の推移 (1924-1947)
午 長 崎 県 立 盲 学 校 長 崎 県 立 聾 唖 学 校 上ヽ_目¶児塞坐徒総数 出 典
設置形悲 児 童 生 徒 数 設置形態 児 童 生 徒 数
初等部 中 守 部 予科 研究科 別科 選科生 ∠ゝロ計 初等部 中 等 部 予科 研究科 別科 選科生 A｢】計
普通科 音楽科 鋪按科 普通科 図画科 裁縫科 工芸科
公立私立男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 公立私立男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
1924(大正13) 1 114 127 9 43 6 3 3 67 1 13827ll10 1 3 8 5 7 2 1 82149r日本帝国文部省第五十二年刺より
1925(大正14 1ll 1 30 3 4 52 14135 1 4 1 1 91143ー日本帝国文部省第五十三年制より
1926(大正15 113 1 32 6 2 2 56 14034 3 8 4 2 91147ー日本帝国文部省第五十四年制より
1927(昭和2 113 2 31 7 2 1 56 13932 2 6 4 3 87143r日本帝国文部省第五十五年制より
8昭和9 430 51 6 3ll02 46 27308 9ll7 12 53514 932563095 23 2679 6597 3 910798 43502 殊 六制七艶 八瓢 九
1932(昭和7) 1 13 7 26 2 5 54 1 3224 414 7 84138r日本帝国文瓢省第六十年制より
1933(昭和8 1 13 6 31 6 4 60 1 3633 512 7 93153rB本帝国文部省第六十一年制より
1934(昭和9 1 14 7 29 8 2 60 1 4034 8 9 6 97157rR本絹文部省第六十二年制 より
1935(昭和10)6 1 1 167 6 30 9ll16 13 624 1 46393527 106 813 610 105991673ー日本帝国文部省第六十三年利より四判
1937(昭和12) 1 17 931 6 2 2 67 1 3424ll 7 1415 105172 日本帝国文部省第六十五年割より
1938(昭和13) 1 18 734 6 4 4 73 1 302614 8 2615 119182r文部省第六十六年軌 より
1939(昭和14 1 14 837 7 7 4 77 1 30221410 2817 121198r文部省第六十七年制 より
1940(昭和15 1 15 83412 6 3 78 1 342918 8 2513 127205｢文部省第六十八年割 より
1941(昭和16 1 18 62530106 6 3 68 1 383022ll 1916 136204r文部省第六十九年制 より
1942(昭和17 1 2617 3 1 88 1 22212114 2119 118206r文部省第七十年報』より

























図 1 昭和20年の長崎県立盲学校 ･聾学校平面図
定員変更後二於ケル教室配当図 (昭和二十年度)
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第 2蔀 長崎県立盲学校 ･聾唖学校の戦争被幸 と疎開生活の実態
(1) 疎開に至 る経韓
1944(昭和19)年 8月頃より長崎市-の空襲が見られるようにな り､縁故疎開が徐々に
開始されていった｡ しか し長崎盲 ･聾学校の疎開が本格的に検討されるのは､空襲激化の
結果 というより､浦上校舎が当時 としては立派な鉄筋校舎であったことから､空襲の激化
を恐れた三菱造船所が軍需工場の分散疎開先 としての利用価値 を見出したことによるもの
であった｡1945年 2月末に三菱 と長崎県との間に校舎貸与の内約が成立 し､県立盲 ･聾唖.
学校校舎は三菱の分散工場 (-秘匿名 :(亘工場) とされることとなった｡やがて校舎は工




物を仮校舎 として移転疎開していった.但 し家庭の事情や年齢的な問題か ら､盲学校は中
等部 2年以上が疎開し､それ以下の生徒は自宅待機 となった｡聾唖学校は､予科 (幼推部)
がその担当教師 と共に浦上校舎に近かった長崎県立長崎工業学校の一室を借用 し､｢残留
組｣ と称されて浦上の地に残 り､教育活動を続行 させていた｡
(2) 長崎県立盲学校 ･聾唖学校の原爆被害
疎開から数ヶ月後の1945(昭和20)年 8月 9日､長崎 (浦上)に原爆が投下され､瞬時
にして約 7万人の生命が奪われた｡爆心地か ら約600mの至近距離にあった浦上校舎は全
焼仝壊 し､前記の勤労動月女学生･教官200余名が犠牲 となった｡また ｢残留組｣がいた県
立工業学校 (爆心地より約800m)も全壊･全焼 し､教職月22名､生徒199名が死亡 した｡｢残
留組｣の被害 としては､担当女教師 2名 (国重 トモエ･須崎涼子)､予科 (幼稚部)の幼児
十数名が犠牲 となった｡盲学校の方は､疎開できなかった自宅待機組の生徒 4名が死亡 し
た｡長与の疎開校舎にいた生徒 らは､｢桃色がかった稲妻の何百倍 も強い光が教室全体 を染
めたか と思った瞬間､何百本 ものビール瓶 を箱ごと石にぶっつけたような音がして､教室
の天井は押 し上げられ､机の上の教科書や筆箱など目茶苦茶に飛ばされてしまった｡学校
中が騒然 となり､ もう授業 どころではなかった｡｣という混乱状態におちいった｡そして盲
学校 ･聾唖学校の両校長であった多比良義雄校長が公務で県庁に赴 きその帰途中に被爆 し､
翌10日長与校舎に ｢山を越えて衣類は血みどろになって帰って来｣たが､原爆症で終戦ま
もない8月18日に ｢新型爆弾､新型爆弾-｣ と諺言を言いながら絶命 した｡多比良校長の
学校葬は9月30日に疎開先の加津佐で挙行 されたが､障害児学校長 としては世界史上で唯
一の原爆死であった.その多比良校長が信頼 を寄せ､定年退職後 も聾児の口話法教育に助





長崎県立盲学校が疎開した長与村の校舎は､三菱の保養所 と社宅 を使用 したもので､保
養所は教室兼寄宿舎 となり､和室で座学による授業を展開していた｡職月は教務 7名､そ
の他 4名｡食料事情の悪化で授業 と並行 して荒畑の開墾作業などを行い､さつま芋等の食
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料増産に努めた｡また大村湾 (時津)まで海水を汲みに行 き､その海水を味付けに使用し
てカボチャの葉を煮て食べたり､また海水で塩 を作ったり､海水 と大豆で醤油も作 りなが
ら､耐乏生活を送っていった17)0
一方聾唖学校が疎開した加津佐町の校舎は､木造 2階建ての畳敷きの和室であった｡配














7)前掲の注 6に同じ｡植樹のことばは､長崎県立盲学校の80年史 (口絵中)･100年史 (49頁)で紹介され
ているがそこには誤記がある｡例えば､本来 ｢憩ひと力を与える｣であったものが､80･100年史では ｢憩
いの力を与える｣と誤伝されている｡





この時期つ くられた ｢自彊旗｣が戦後に修繕されて校旗 として使用されたと記している｡
12)｢長崎県公報｣号外 (1938.4.29)､pp.575-586より
13)多比良義雄 :浅見断想 ｢聾唖教育｣第61号､p.12､1941年 1月












(付記)本稿は､ 日本特殊教育学会第37回大会 (1999年 9月 於･北海道大学)において発表した平田･菅･
早田の共同研究 ｢長崎県障害児教育史研究 (第Ⅳ報)-戦時下 ･終戦直後の盲 ･聾教育を中心に-｣を大
幅に修正加筆 してまとめたものである｡
